
 

ᖹ成２䠕ᖺᗘ ショットピーニング技術協会  

学術講演会プログラム 
 

日時：ᖹ成䠎䠕ᖺ䠑月䠎䠑日(木) 䠍䠐䠖䠏䠌～䠍䠒:䠎䠌  

会場：明治大学 駿河台キࣕンパࢫ アカࢹミ࣮コࣔン２階 Ａ㸳࣭Ａ㸴室 

䠄〒㻝㻜㻝-8㻟㻜㻝 東京都千代田区神田駿河台 1-1䠅 
 

ᗙ長䠖 丹下  彰 㻔日本発条㻔株㻕㻕 

時 刻 題 名 転が䜚滑䜚接触におけ䜛微粒子ピーニング処理の摩耗低減効果 

㻝㻠:㻟㻜 
 

～ 

㻝㻠:㻡㻜 

研究者 名城大学大学院 山本 啓，宇佐美 初彦  

概 要 

転ࡾࡀおよび転ࡾࡀすべࡾ接触面ࡢ損傷機構に及ぼす微粒子ピ࣮ニ

ンࢢ処理ࡢ影響を評価した．残留応力および硬さࡢ変化も測定し，損

傷機構ࡢ関係を考察した． 

㻝㻠:㻡㻜 

 

～ 

 

㻝㻡:㻝㻜 

題 名 
高面圧低㏿転が䜚接触条件におけ䜛接触面の損傷挙動に及ぼす微粒子ピー

ニングの効果 

研究者   名城大学大学院 大堀 圭城，宇佐美 初彦  

概 要 

高面圧低㏿転が䜚接触条件䛻おけ䜛接触面の損傷挙動䛻及ぼす微粒子ピー

ニングの効果䛻つい䛶実験的䛻検討し，損傷状態䛸硬さお䜘び残留応力の関係

を考察した． 

㻝㻡:㻝㻜 

 

～ 

 

㻝㻡:㻟㻜 

題 名 空気式ショットピーニングを施した浸炭硬化鋼の転動疲労寿命 

研究者 岡山理科大学 關 正憲，新東工業(株) 小林 祐次，後和 大輔 

概 要 

本研究࡛ࡣ，空気式ࢩョッࢺピ࣮ニンࢢを施した浸炭硬化鋼鋼球に

よࡿ転動疲労試験を行い，浸炭硬化鋼ࡢ転動疲労寿命に及ぼすࢩョッࢺ

ピ࣮ニンࡢࢢ影響につい࡚検討した． 

㻝㻡:㻟㻜 

～ 

㻝㻢:㻜㻜 

題 名 日本におけ䜛ショットピーニング技術と最新評価技術の開発動向 

講演者  ࢩョッࢺピ࣮ニンࢢ技術協会 当舎 勝次 

概 要 

近年，日本におい࡚測定能率ࡢ良い評価技術ࡀ開発さࢀ実用化さ

最新ࡢ加工面特徴ࡢ加工ࢢピ࣮ニンࢺョッࢩ，ࡣた．回ࡁ࡚ࢀ

評価技術ࡢ開発動向につい࡚解説すࡿ． 

㻝㻢:㻜㻜 
 

～ 

 
㻝㻢:㻞㻜 

題 名 中国におけ䜛応力測定の現状 

講演者  (株)ࢡࣕࢪセル 小木曽 克彦 

概 要 

鉄道、自動車生産がや世界のトップ䛻並ぶ中国䛷のX線応力測定の状

況を見聞す䜛機会が最近あ䜚，そ䜜䜙産業の進展を支え䜛活発䛺学会活動の

様子を紹す䜛． 

17:00 
～ 

18:30 
技術交流会 㻔会場䠖リバティタワー䠎䠏階 サロン燦㻕 

   ＊下線ࡣ講演者 


